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豊川市小中学校の紹介

1947（昭22）	 6・3制施行により、豊川市立中部中学校を設置
1951（昭26）	 現在地にて新校舎建設起工式
1952（昭27）	 木造2階建て新校舎完成
1955（昭30）	 県大会で卓球女子優勝
1958（昭33）	 運動場整地作業を実施
1959（昭34）	 校内に大小400本余の植樹
1961（昭36）	 県大会で卓球男子優勝
1962（昭37）	 運動場の整地完了
1966（昭41）	 小中合同の鋼製プール完成
	 中日新聞社主催FBC「声の花だより」特選
1968（昭43）	「花いっぱい運動」優良賞受賞
1971（昭46）	 現在の体育館完成　
1976（昭51）	 技術棟新築起工式　創立30周年記念行事開催
	 同窓会結成
1977（昭52）	 鉄筋コンクリート校舎起工式
1982（昭57）	 県長距離継走大会で男子優勝
1983（昭58）	 木造旧校舎とのお別れ会開催
	 記念リーフレット｢さらば朱の甍｣発行
1984（昭59）	 鉄筋コンクリート4階建て校舎完成
1985（昭60）	 県大会で剣道女子優勝
1987（昭62）	 本校PTA全国表彰
1988（昭63）	 現在のプール、木工室完成
1993（平  5）	 柔剣道場および部室完成　コンピュータ室設置
2000（平12）	 地域の方を講師にした「ふれあい活動」開始
2001（平13）	 2年生職場体験学習開始
2006（平18）	 60周年記念式典挙行　
2011（平23）	 県大会で弓道女子優勝、全国大会5位入賞

　本校は、戦災で疎開していた愛知第二師範学校構内(現在の野口町新屋敷１)、旧海軍工廠
工員寮を校舎とし、師範学校の代用附属校の性格ももっていた。当時の生徒数は306名で校歌

「三百の健児」はここに由来している。昭和25年、校区変更により、平尾地区は西部中学校区に
千両地区は東部中学校区になるが、昭和27年、現在の場所に校舎竣工とともに平尾地区が中
部中学校区へ、昭和54年に千両地区も中部中学校区へ復帰した。昭和58年、「朱のいらか」と表
される木造校舎を鉄筋校舎に建て替え、現在に至る。校訓は「誠実～勤勉・責任・奉仕～」で、奉
仕・責任・勤勉を略し「ほうせき」とも呼ばれていたこともある。

第二師範学校構内の校舎と第1回卒業生（S23）

木造校舎とその取り壊しの様子(S58) 弓道女子　全国大会（H23）

小中合同のプール完成（S41）

昭和37年当時の学校全景

中部中学校 中央に校名の中部の「中」を大きく描き、
その中に中学校の「中」を配置し、｢中中｣
を表現している。さらにその周りを豊川
の｢豊｣をデザイン化し、「ト」の字を４つ
配置したと言われている。

～地域の方から学ぶ研修会を終えて～
　開校当時の先生から、昔の中中は海軍工廠の寮にあった
のを聞いて驚きました。一度、記念碑を見に行きたいです。
今のこの場所に中中があるのは寄付や地域の人々の学校
にかける熱意のおかげであることを知りました。昔も今も
中中生は地元の人たちに支えられていると気づきました。

（3年生徒感想）

校訓

「声の花だより」特選の楯（S41）

校舎建築の地つき(S26)

県長距離継走大会男子優勝の
賞状と楯（S57）

校章の由来


